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一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

　

億
７
４
６
１
万
円
余
を
増

１９額
し
、
総
額　

億
７
７
７
３

７１８

万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
昨
年
度
同
期
に
比
べ

て　

％
の
減
額
と
な
っ
て
い

0.9
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
５
特
別

会
計
と
５
企
業
会
計
の
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
は
、

外
部
有
識
者
及
び
市
民
に
よ

る
本
庁
舎
等
改
修
・
改
築
事

業
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会

開
催
に
係
る
追
加
の
経
費
と

し
て「
本
庁
舎
等
整
備
事
業
」

７
万
６
千
円
、
地
域
資
源
を

活
か
し
、
農
業
振
興
と
移
住

促
進
を
図
る
な
ど
未
来
へ
の

投
資
に
つ
な
が
る
施
設
整
備

等
を
行
う
た
め
、
武
石
地
域

の
旧
権
現
保
育
園
の
耐
震
診

断
に
係
る
経
費
と
し
て
「
公

有
財
産
管
理
事
業
」　

万
円
、

２５０

低
所
得
者
に
対
す
る
消
費
税

増
税
の
影
響
緩
和
の
た
め
の

給
付
措
置
と
し
て
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
４
億
８
０
０
０

万
円
、
神
川
統
合
園
建
設
に

係
る
用
地
費
と
し
て
「
保
育

所
建
設
事
業
」
９
３
５
２
万

３
千
円
、
私
立
保
育
園
等
へ

の
運
営
費
負
担
金
（
施
設
型

給
付
・
地
域
型
給
付
）
と
し

て「
民
間
保
育
所
運
営
事
業
」

１
億　

万
９
千
円
、
母
子
家

９２４

庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の

父
が
資
格
取
得
を
目
的
に
１

年
以
上
養
成
機
関
に
通
う
場

合
、
生
活
安
定
を
図
る
た
め

に
給
付
金
を
支
給
す
る
「
母

子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
」　

万
４
千
円
、

６０７

上
田
城
跡
公
園
に
お
け
る
観

光
拠
点
を
維
持
す
る
た
め
、

Ｖ
Ｒ
（
立
体
視
）
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た　

年
前
の
上
田

４００

城
体
験
、
真
田
氏
の
歴
史
の

紹
介
な
ど
を
行
う
大
河
ド
ラ

マ
館
の
後
利
用
施
設
を
再
整

備
す
る
「
大
河
ド
ラ
マ
館
後

利
用
施
設
整
備
事
業
」
８
０

０
０
万
円
、
工
事
請
負
費
及

び
工
事
監
理
委
託
料
な
ど

「
菅
平
地
区
振
興
施
設
整
備

事
業
」
に
係
る
経
費
と
し
て

１
億
７
１
５
９
万
円
、
小
学

校
３
校
の
ト
イ
レ
の
男
女
別

化
の
改
修
工
事
や
営
繕
工
事

を
行
う
た
め
の
「
施
設
整
備

事
業
」
４
４
０
０
万
円
、
本

原
小
学
校
改
築
に
お
け
る
巨

石
の
発
生
に
伴
う
工
事
費
の

増
額
と
し
て
「
本
原
小
学
校

改
築
事
業
」
５
８
０
０
万
円
、

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら　

２９

１５

日
ま
で
の
期
間
に
実
施
す
る

上
田
城
櫓
の
特
別
開
館
に
伴

う
追
加
経
費
と
し
て
「
博
物

館
管
理
運
営
事
業
」　

万
８

１３６

千
円
、
平
成　

年
４
月　

日

２９

２９

か
ら
６
月　

日
ま
で
の
期
間

１８

に
実
施
す
る「
吉
田
博
展
」の

開
催
準
備
に
係
る
負
担
金
と

し
て
「
展
覧
会
開
催
事
業
等

コワーキングスペース　事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを共有しながら独立した仕事を行う共働ワークスタイルの環境。

予  算

一
般
会
計
補
正
予
算
は　

億
７
４
６
１
万
円
余
の
増
額

１９

大
河
ド
ラ
マ
館
後
利
用
施
設
の
再
整
備
、
菅
平
地
区
振
興
施
設
の
整
備
に

係
る
経
費
を
計
上

1月15日をもって閉館した
大河ドラマ館

12月定例会
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　１２月定例会は、１１月２８日から１２月１９日
まで２２日間の会期で開かれました。
　市長提出議案は平成２８年度一般会計補
正予算、条例の一部改正、事件決議など
５２件で、採決の結果、すべて可決、承認
されました。
　一般質問では２４人の議員が登壇し、長
野大学公立大学法人化や学園都市構想、
観光施策及び教育行政などについて質問
したほか、委員会審査においても、市政
の課題やそれぞれの所管事項について活
発な議論が行われました。
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債務負担　事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても支出をしなければならない場合に、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。

負
担
金
」　

万
円
な
ど
で
す
。

２００

　

各
特
別
会
計
で
は
、
給
付

見
込
み
に
よ
る
給
付
費
や
人

事
異
動
な
ど
に
伴
う
人
件
費

の
調
整
に
係
る
予
算
な
ど
が

計
上
さ
れ
た
ほ
か
、
駐
車
場

特
別
会
計
で
は
緊
急
対
応
用

修
繕
費
が
補
正
予
算
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
各
企
業

会
計
で
は
、
人
事
異
動
な
ど

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
に
係

る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、

市
立
産
婦
人
科
病
院
事
業
会

計
で
は
年
間
患
者
見
込
数
の

増
加
に
よ
る
各
種
材
料
費
の

増
額
な
ど
が
補
正
予
算
と
し

て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
７
日
に
は
職

１２

員
給
与
の
改
定
と
水
路
転
落

事
故
に
係
る
和
解
に
伴
う
補

正
予
算
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
件
決
議
で
は
、
東
御
市
、

青
木
村
、
長
和
町
、
坂
城
町
、

立
科
町
及
び
嬬
恋
村
の
６
市

町
村
と
の
間
に
お
け
る
上
田

地
域
定
住
自
立
圏
形
成
に
関

す
る
協
定
に
お
い
て
、
現
行

の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
が
平
成　
２８

年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
か

２９

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年

３３

間
の
取
組
内
容
を
定
め
る

「
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
す

る
た
め
に
協
定
の
一
部
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
「
上
田
地

域
定
住
自
立
圏
形
成
に
関
す

る
協
定
の
変
更
に
つ
い
て
」、

長
野
大
学
の
公
立
大
学
法
人

化
に
向
け
、
地
方
独
立
行
政

法
人
法
の
規
定
に
基
づ
い
て

行
う
「
公
立
大
学
法
人
長
野

菅平地区振興施設完成予想図

事件決議

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
中
期
目
標
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
な
ど　

件
を
可
決

１３

◇
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
条
例
案

・
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
中

一
部
改
正

・
都
市
計
画
税
条
例
中
一
部
改
正

・
手
数
料
条
例
中
一
部
改
正

・
市
営
住
宅
等
に
関
す
る
条
例
中
一
部

改
正

・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
条
例
中
一
部
改

正
・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
中
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
一
部
改
正

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
中
一
部
改

正
・
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
中
一
部
改
正

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
特

別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正

条 例

上
田
市
体
育
施
設
条
例
等
中
一
部
改
正
な
ど

　

件
を
可
決

１３

　

今
定
例
会
で
は
、
既
存
の

条
例
を
一
部
改
正
す
る
条
例

案　

件
が
提
出
さ
れ
、
全
て

１３
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
市
税
条
例

等
中
一
部
改
正
」
は
、
地
方

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

医
療
費
控
除
の
特
例
新
設
に

伴
う
改
正
及
び
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
の
特
例
割
合

を
定
め
る
改
正
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

「
市
立
産
婦
人
科
病
院
料
金

条
例
中
一
部
改
正
」
は
、「
上

田
市
産
婦
人
科
病
院
運
営
審

議
会
」
の
答
申
内
容
に
基
づ

き
、
分
べ
ん
な
ど
に
係
る
料

金
を
改
定
す
る
こ
と
か
ら
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。
ま
た
、「
体
育
施
設
条

例
等
中
一
部
改
正
」
は
、
合

併
時
よ
り
差
異
が
生
じ
て
い

た
体
育
施
設
使
用
料
な
ど
に

つ
い
て
、
平
成　

年
４
月
１

２９

日
か
ら
統
一
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

意見書
議
員
提
案
で
「
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
よ

る
宿
泊
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国
に
送
付

　

最
終
日
に
は
、
３
件
の
意

見
書
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。「
訪
日
外
国
人
観
光
客

の
増
加
に
よ
る
宿
泊
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
法
整
備
を
求
め

る
意
見
書
」
は
、
訪
日
外
国

人
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
宿

泊
施
設
の
法
整
備
を
進
め
る

な
か
、
外
国
人
旅
行
者
が
地

方
へ
移
動
し
や
す
く
す
る
環

境
整
備
を
図
り
、
都
市
の
宿

泊
需
要
を
周
辺
地
方
に
分
散

す
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
民
泊
の
法
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
、
制
度
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
運
用
が

可
能
な
法
制
度
と
す
る
こ
と

を
国
に
求
め
る
も
の
で
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
免
税
軽
油

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
」
と
「
給
付
型
奨
学
金
制

度
の
創
設
等
を
求
め
る
意
見

書
」
の
意
見
書
議
案
が
提
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
中
期
目
標
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」、
ま
た
、「
上
田

市
武
石
児
童
館
」
を
は
じ
め

と
す
る
市
所
有
の
施
設　

か
１３

所
に
つ
い
て
、
平
成　

年
４

２９

月
１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
た
め
に
議
会
の

議
決
を
求
め
る
「
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
」に
つ

い
て
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日
付
で

２８

１０

２１

「
専
決
処
分
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
第
５
号
」
に
つ
い

て
、
９
月　

日
、　

日
の
台

１９

２０

風　

号
に
よ
り
被
災
し
た
農

１６
地
農
業
用
施
設
、
林
業
施
設
、

公
共
土
木
施
設
及
び
体
育
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る

経
費
と
し
て
４
８
８
９
万
円

を
増
額
し
、
総
額　

億　

万

６９９

３１２

５
千
円
と
し
た
と
の
報
告
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報 告

専
決
処
分
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
を
承
認

◇
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
事
件
決
議

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
本
原
小
学
校
管
理
・
教
室
棟
改
築

事
業
建
築
主
体
工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

・
水
路
転
落
事
故
に
係
る
和
解
に
つ

い
て



（4）

中
期
目
標
を
定
め

る
に
当
た
り
、
盛

り
込
ん
だ
独
自
性
は
何
か
。

地
域
課
題
へ
の
取

り
組
み
や
地
域
貢

献
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
、
地
域
協
働
型

教
育
を
行
う
こ
と
を
特
徴

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

大
学
運
営
の
改
善
と
し
て

受
験
生
の
ニ
ー
ズ
と
地
域

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
た

学
部
・
学
科
編
成
の
検
討
、

受
験
生
か
ら
選
ば
れ
る
大

学
に
す
る
た
め
教
員
の
評

価
制
度
を
構
築
し
、
教
育

研
究
水
準
の
向
上
、
ま
た
、

入
学
定
員
の
確
保
、
外
部

資
金
の
獲
得
及
び
経
費
削

減
に
よ
る
収
支
構
造
の
改

善
を
通
し
、
安
定
的
な
経

営
基
盤
の
確
立
が
挙
げ
ら

れ
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と

は
具
体
的
に
何
か
。

地
域
と
連
携
を
図

る
な
か
で
地
域
と

の
共
同
研
究
を
深
め
、
国

に
よ
る
科
学
研
究
費
助
成

事
業
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
、
ま
た
、
寄
附
金

を
多
く
募
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。大

学
運
営
の
改
善

を
経
営
の
責
任
者

で
あ
る
理
事
長
と
、
教
育

の
責
任
者
で
あ
る
学
長
の

指
導
の
も
と
で
行
う
と
あ

る
が
、
具
体
的
な
体
制
は

ど
う
考
え
る
か
。

理
事
長
を
含
め
た

理
事
会
な
ど
の
法

人
の
組
織
と
、
教
授
会
な

ど
を
含
め
た
大
学
の
組
織

の
権
限
を
明
確
に
分
け
、

理
事
長
の
考
え
が
大
学
側

に
し
っ
か
り
伝
わ
る
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
る

組
織
体
制
を
考
え
て
い
る
。

大
学
改
革
の
進
捗

状
況
は
ど
う
公
表

す
る
の
か
。

大
学
が
定
め
る
中

期
計
画
に
基
づ
き
、

大
学
改
革
も
含
め
て
上
田
市

公
立
大
学
法
人
評
価
委
員

会
が
チ
ェ
ッ
ク
し
公
表
す
る
。

選
ば
れ
る
大
学
と

な
る
た
め
に
は
教

員
の
資
質
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
教
員
の
研
究
実

績
を
評
価
す
る
体
制
を
具

体
的
に
ど
う
考
え
る
か
。

論
文
の
数
、
学
会

で
の
活
動
数
、
学

内
で
の
活
動
実
績
な
ど
を

評
価
す
る
体
制
を
構
築
し
、

資
質
の
向
上
と
人
事
の
適

正
化
を
図
る
。

公
立
大
学
法
人
長
野

大
学
中
期
目
標
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

 
問

菅
平
地
区
振
興
施

設
整
備
事
業
は
平

成　

年
度
か
ら　

年
度
ま

２８

３０

で
の
建
築
工
事
に
係
る
工

事
請
負
費
及
び
工
事
監
理

委
託
料
に
つ
い
て
債
務
負

担
行
為
を
設
定
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
３
年
間
の
事

業
計
画
は
ど
う
か
。

実
施
設
計
の
完
成

は
平
成　

年
１
月

２９

中
旬
、
契
約
に
係
る
議
会

へ
の
議
案
の
上
程
は
平
成

　

年
３
月
定
例
会
、
建
築

２９本
体
の
工
事
は
平
成　

年
２９

４
月
か
ら
着
手
し
平
成　
３０

年
５
月
の
完
成
を
見
込
ん

で
い
る
。
そ
の
後
、
外
構

工
事
を
完
了
さ
せ
、
施
設

の
供
用
開
始
は
平
成　

年
３０

９
月
か
ら
を
予
定
し
て
い

る
。

上
田
市
塩
田
の
里

交
流
館
は
、
土
地

改
良
課
の
所
管
で
あ
っ
た

も
の
を
農
政
課
に
所
管
替

え
し
た
経
過
が
あ
る
が
、

今
後
、
こ
の
施
設
を
ど
の

よ
う
に
農
業
振
興
に
活
か

し
て
い
く
の
か
。

ナ
カ
セ
ン
ナ
リ
、

こ
う
じ
い
ら
ず
大

豆
と
い
っ
た
西
塩
田
地
域

で
伝
統
的
に
栽
培
さ
れ
て

い
る
農
産
物
を
振
興
し
、

生
産
者
の
意
欲
を
継
続
さ

せ
る
た
め
に
も
、
直
売
等

の
機
会
を
拡
大
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
施
設
の
活
用
を

考
え
て
い
く
。

９
月　

、　

日
の

１９

２０

台
風　

号
に
よ
る

１６

被
害
を
受
け
た
農
地
農
業

用
施
設
及
び
林
業
用
施
設

の
災
害
復
旧
に
係
る
事
業

費
を
専
決
処
分
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
事
業
は
完
了

し
て
い
る
の
か
。

農
地
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
の

う
ち
、
農
業
用
施
設
は
工

事
が
完
了
ま
た
は
発
注
済

み
で
、
農
地
用
施
設
は
工

事
を
発
注
済
み
ま
た
は
設

計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
林
業
施
設

は
被
害
を
受
け
た　

路
線

１３

の
林
道
の
う
ち
、　

路
線

１１

の
工
事
が
完
了
し
、
２
路

線
は
工
事
を
発
注
済
み
で

あ
る
。

 
問

 
答

専
決
処
分
し
た
一
般

会
計
補
正
予
算
第
５

号
の
承
認

 
答

ナカセンナリ　県野菜花き試験場が育成した品種で、豆乳が多くとれるので豆腐にしやすく、蒸すと柔らかくなり、みそづくりにも適している塩田産大豆の主力品種
こうじいらず　みそをつくる際にこうじを入れなくても甘いことから名前が付けられた上田市周辺で作られてきた在来種の大豆

総務文教委員会
●12月９日に開催し、条例案７件、予算案２件、事
件決議案９件、報告１件、請願１件、陳情５件の
審査を行いました。

●12月12日に開催し、予算案８件、事件決議案２件、
報告１件の審査を行いました。

要概査審の
産業水道委員会

 
問

一
般
会
計
補
正
予
算

 
問

 
答

 
問

 
答

 
答

 
答

 
問

 
問

 
答

 
問

 
答

公
の
施
設
の
指
定

　
　

管
理
者
の
指
定
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改
定
金
額
の
算
出

根
拠
は
何
か
。

上
田
地
域
内
の
均

衡
を
勘
案
し
た
料

金
設
定
と
す
る
た
め
、
前

回
料
金
改
定
を
行
っ
た
平

成　

年
度
時
で
の
地
域
内

２４
の
分
娩
取
り
扱
い
施
設
の

平
均
料
金
と
の
差
額
割
合

を
も
と
に
、
今
年
度
８
月

時
点
で
の
地
域
内
の
平
均

分
娩
料
に
当
て
は
め
て
計

算
し
算
出
し
た
。

平
成　

年
４
月
か

２９

ら
改
定
さ
れ
る
こ

と
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

院
内
の
掲
示
や
分

娩
予
約
の
際
に
個

別
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
も
掲
載
す
る
こ

と
で
、
十
分
に
周
知
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

申
請
方
式
を
と
っ

て
い
る
臨
時
福
祉

給
付
金
に
対
す
る
周
知
の

考
え
は
ど
う
か
。

国
か
ら
も
周
知
徹

底
の
指
示
が
出
て

お
り
、
広
報
な
ど
を
行
う

こ
と
は
当
然
だ
が
、
非
課

税
者
が
給
付
対
象
で
あ
る

た
め
、
そ
の
リ
ス
ト
か
ら

被
扶
養
者
を
除
く
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
上
で
、

漏
れ
の
な
い
よ
う
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
全
員
に

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
送

付
し
て
い
る
。

母
子
家
庭
等
高
等

職
業
訓
練
促
進
給

付
金
の
増
額
補
正
は
、
ど

の
く
ら
い
の
申
請
者
増
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

今
年
度
よ
り
支
給

期
間
が
２
年
か
ら

３
年
に
延
長
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
８
人
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
る
。

上
田
市
母
子
寮
の

指
定
管
理
者
に
対

す
る
評
価
は
ど
う
か
。

複
雑
な
事
情
を
抱

え
た
入
寮
者
に
対

す
る
支
援
に
必
要
な
職
員

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
過

去
の
実
績
か
ら
も
そ
の
支

援
力
は
高
い
と
評
価
し
て

い
る
。
ま
た
、
経
験
や
ノ

ウ
ハ
ウ
に
基
づ
く
提
案
も

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

 
問

 
答 市

立
産
婦
人
科
病
院

料
金
条
例
中
一
部
改

正

 
問

改
正
の
概
要
は
ど

う
か
。

個
人
番
号
カ
ー
ド

に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民

票
の
写
し
等
の
交
付
を
行

う
た
め
、
市
民
カ
ー
ド
に

よ
る
自
動
交
付
機
で
の
交

付
を
、
平
成　

年
３
月　

２９

３１

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、
市
民
カ
ー
ド

を
廃
止
し
、
今
後
、
同
カ

ー
ド
の
名
称
を
印
鑑
登
録

証
に
変
え
て
、
引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
印

鑑
登
録
証
の
交
付
及
び
再

交
付
手
数
料
と
し
て
１
件

　

円
と
す
る
。

３００

特
殊
詐
欺
や
悪
徳

商
法
に
よ
る
消
費

者
被
害
防
止
と
食
品
ロ
ス

削
減
に
関
す
る
啓
発
記
事

を
載
せ
た
自
治
会
用
回
覧

板
の
カ
バ
ー
を
１
万
部
作

る
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
回
覧
板
の
種

類
形
状
が
異
な
る
な
か
で
、

そ
の
実
態
把
握
と
配
付
方

法
の
考
え
方
は
。

今
回
、
ビ
ニ
ー
ル

式
の
カ
バ
ー
１
種

類
を
作
成
す
る
。
詳
細
な

実
態
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
平
成　

年
に
同
じ
仕

２２

様
で
作
成
し
た
経
過
が
あ

り
、
同
様
に
自
治
会
連
合

会
を
通
じ
て
、
要
望
が
あ

る
自
治
会
に
対
し
て
随
時

配
付
す
る
方
法
を
考
え
て

い
る
。

除
雪
は
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ル
に
基
づ

き
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
生
活
道
路
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
を
は
じ
め
住

民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
自
治
会

へ
の
塩
カ
ル
な
ど
の
凍
結

防
止
剤
の
配
付
は
ど
の
よ

う
な
ル
ー
ル
に
基
づ
く
の

か
。

「
上
田
市
除
雪
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
、
幹
線
道
路
を

中
心
に
除
雪
を
行
っ
て
お

り
、　

㌢
の
積
雪
を
目
安

１０

と
し
て
除
雪
業
者
が
出
動

し
て
い
る
。
凍
結
防
止
剤

は
特
に
自
治
会
へ
の
配
付

ル
ー
ル
は
な
い
が
、
市
役

所
や
各
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
に
保
管
し
て
お
り
、
自

治
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り

随
時
配
付
し
て
い
る
。

 
問

 
答

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算

手
数
料
条
例
中
一
部

改
正

 
答

コンビネーション遊具　楽しみながら体力の増強ができるよう、できる限り多くの遊び機能を取り入れた遊具のこと。
ゾーニング　空間をテーマや用途に分けて考えること。

環境建設委員会
●12月12日に開催し、条例案２件、予算案４件、事
件決議案３件、報告１件、陳情１件の審査を行い
ました。

会員委任常

厚 生 委 員 会
●12月９日に開催し、条例案４件、予算案12件、事
件決議案１件、陳情１件の審査を行いました。

 
問

一
般
会
計
補
正
予
算

 
答

 
問

 
答

 
問

 
答

 
答

公
の
施
設
の
指
定

　
　

管
理
者
の
指
定

 
問
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ｅＬＴＡＸ（エルタックス）　地方税ポータルシステムの呼称で、地方税における手続きをインターネットを利用して電子的に行うシステム
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12月定例会一般質問要旨

　
　

月
定
例
会
で
は
一

１２
般
質
問
を　

月
５
日
、

１２

６
日
、
７
日
の
日
程
で

行
い
ま
し
た
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
交
付
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
申
請
者
の
数
は
１
万

３
１
５
６
人
、
交
付
済
み
は

９
８
３
４
人
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
普
及
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

個
人
情
報
漏
え
い
の
危
険
性

な
ど
の
問
題
点
や
懸
念
に
国

が
ま
と
も
に
答
え
ら
れ
な
い

た
め
、
不
安
・
不
信
が
払
拭

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、

市
で
は
申
請
交
付
状
況
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
個
人
情
報
の
照
会
、

提
供
の
際
、
行
政
機
関
ご
と

に
異
な
る
コ
ー
ド
を
用
い
、

仮
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
不
正

に
入
手
さ
れ
て
も
、
個
人
情

報
の
追
跡
や
名
寄
せ
は
で
き

な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
や
税
の
手
続
を
行

う
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
に
よ

り
、
本
人
確
認
を
厳
格
に
行

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
も
向
上

し
、
普
及
も
一
層
促
進
さ
れ

る
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。

問　

総
務
省
か
ら
住
民
税
特

別
徴
収
通
知
書
に
従
業
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
指
示

が
出
さ
れ
た
。
上
田
市
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）通

知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

載
し
対
応
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。
郵
送
方
法
に
つ
い

て
は
、
普
通
郵
便
で
は
な
く

簡
易
書
留
に
よ
る
発
送
を
考

え
て
い
る
。
通
称
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が
行
わ

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
受
信

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
郵
送
に
よ
る
誤

配
達
な
ど
の
リ
ス
ク
が
削
減

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問　

公
立
大
学
法
人
長
野
大

学
の
理
事
長
に
期
待
す
る
こ

と
は
な
に
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）白
井
理
事

長
予
定
者
は
大
学
の
教
育
研

究
と
い
う
面
と
管
理
運
営
面

双
方
に
お
い
て
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
お
持
ち
で
、
加
え

て
産
学
官
連
携
の
パ
イ
オ
ニ

ア
で
、
大
学
法
人
の
あ
り
方

に
深
い
見
識
が
あ
り
最
適
な

方
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

市
に
財
政
負
担
を
掛
け

ず
に
公
立
大
学
法
人
を
設
置

運
営
す
る
と
い
う
大
学
の
考

え
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）運
営
費
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
基
準
財

政
需
要
額
以
内
、
キ
ャ
ッ
プ

を
は
め
て
交
付
し
、
そ
の
範

囲
で
大
学
運
営
を
行
っ
て
も

ら
う
わ
け
で
市
民
懇
談
会
で

示
し
た
額
以
上
を
負
担
す
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

中
期
目
標
で
最
も
重
要

な
課
題
は
何
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

大
学
運
営
の
改
善
に
関
す
る

目
標
で
、
受
験
生
の
ニ
ー
ズ

や
地
域
が
求
め
る
人
物
像
を

踏
ま
え
た
学
部
や
学
科
編
成

と
大
学
院
の
設
置
、
教
員
の

処
遇
に
反
映
さ
せ
る
評
価
制

度
の
構
築
と
安
定
的
な
経
営

基
盤
の
確
立
の
三
点
で
あ
る
。

問　

マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た
浸

水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
立
地
す
る
社
会
福

祉
施
設
や
介
護
保
険
施
設
の

現
状
と
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）市
内

全
体
で　

施
設
の
う
ち
、
区

１５０

域
内
に
立
地
す
る
施
設
は　
４５

施
設
で
あ
る
。
市
内
の
介
護

保
険
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、

避
難
情
報
内
容
の
再
確
認
や

災
害
メ
ー
ル
配
信
の
登
録
勧

奨
を
行
い
、
災
害
な
ど
緊
急

時
の
情
報
受
発
信
体
制
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

長
野
大
学
公
立
大
学

   　
　
　

法
人
化

防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
と

介
護
保
険
施
設
等
の

　
　
　
　

避
難
対
策

アクセスはこちらから閣 www.city.ueda.nagano.jp/

 
成
瀬　
 
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
佐
藤　

清
正
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問
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更新伐　被害が進行しているアカマツ林において、被害木の除去と健全なアカマツの間伐により、下層で育ち始めている広葉樹の成長を促し、将来的に広葉樹の山林に誘導するもの。

問　

環
境
行
政
を
一
元
的
に

担
当
し
、
総
合
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
市
民
や
事
業
者
の

理
解
を
得
て
協
働
へ
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
来
年
度
、
組

織
を
再
編
し
、
さ
ら
に
環
境

行
政
を
進
め
る
上
で
市
長
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）環
境
政
策

は
地
域
の
振
興
あ
る
い
は
雇

用
の
創
出
に
も
つ
な
が
り
、

地
方
創
生
に
も
影
響
す
る
た

め
期
待
し
て
い
る
。
環
境
と

調
和
し
た
持
続
可
能
な
地
域

を
つ
く
る
た
め
の
政
策
に
環

境
面
か
ら
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
推
進
す
る
担

当
を
設
置
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
に
関
す
る
環
境
政
策

を
総
合
的
に
調
整
・
推
進
し

て
い
く
。
加
え
て
環
境
省
と

の
連
携
を
視
野
に
市
職
員
の

派
遣
に
つ
い
て
も
検
討
を
急

い
で
い
る
。

問　

更
新
伐
は
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
箇
所
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
。
モ
デ
ル
事
業
を
鈴
子

地
区
で
実
施
す
る
と
決
め
た

理
由
は
何
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）更
新

伐
を
進
め
る
た
め
の
要
件
は

前
提
条
件
と
し
て
、
森
林
所

有
者
や
地
域
住
民
の
理
解
と

合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
森
林
法
に
基
づ
い
た

森
林
経
営
計
画
が
事
業
主
体

に
よ
り
樹
立
さ
れ
た
地
域
で

あ
る
こ
と
、
保
安
林
指
定
が

あ
る
場
合
は
伐
採
に
係
る
条

件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
、
が

あ
る
。
鈴
子
地
区
に
総
意
と

し
て
強
い
要
望
が
あ
り
、
生

活
道
路
に
隣
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
選
定
し
た
。

問　

更
新
伐
エ
リ
ア
選
定
の

た
め
森
林
所
有
者
か
ら
な
る

協
議
会
な
ど
の
組
織
設
立
に

向
け
、
市
と
し
て
環
境
づ
く

り
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）森
林

の
再
生
を
推
進
す
べ
き
地
域

は
市
と
し
て
関
係
者
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
組
織
の
立
ち

上
げ
に
努
力
す
る
。

環
境
行
政

問　

内
容
に
つ
い
て
決
ま
っ

て
い
る
の
か
、
年
度
内
に
完

成
は
で
き
る
の
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）「
う
え
だ
マ
マ
み
ら

い
カ
フ
ェ
」
と
題
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
い

た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、

出
会
い
・
結
婚
、
妊
娠
・
出

産
、
子
育
て
、
仕
事
・
地
域

交
流
の
４
つ
を
基
本
的
な
枠

組
み
と
し
た
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
年
齢

に
応
じ
て
、
乳
幼
児
健
診
や

予
防
接
種
の
日
程
の
通
知
の

ほ
か
、
緊
急
・
夜
間
当
番
医

情
報
、
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
を
配
信
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

現
在
、
内
容
充
実
を
図
る

た
め
、
さ
ら
に
調
査
、
取
材

を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
中

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

認
知
症
カ
フ
ェ
を
広
げ

る
た
め
既
存
の
飲
食
店
に
協

力
を
求
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）協
力

店
と
し
て
登
録
す
る
仕
組
み

は
、
全
国
の
幾
つ
か
の
自
治

体
で
導
入
し
て
お
り
、
認
知

症
施
策
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
店

舗
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
だ

け
の
と
こ
ろ
か
ら
、
具
体
的

な
役
割
を
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
場

を
創
出
す
る
た
め
、
見
守
り

活
動
な
ど
も
含
め
、
上
田
市

認
知
症
高
齢
者
な
ど
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
な
ど
の

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
の
今
後
の
開

催
に
つ
い
て
、
研
究
、
検
討

し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
真
田
丸
後
の
観
光
施
策

結
婚
・
子
育
て
応
援

サ
イ
ト
及
び
ア
プ
リ

問　

３
月
末
に
設
置
さ
れ
た

真
田
十
勇
士
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
は
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
寄
与
し
て
き
た
の
か
。

今
後
の
利
活
用
の
在
り
方
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

商
工
会
議
所
や
地
元
商
店
街

の
参
画
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
は
合
計　

回
、
来
場

４９

者
は
３
万
３
千
人
に
達
し
、

街
中
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
繋

が
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

「
ま
ち
の
駅
構
想
」の
拠
点
施

設
と
し
て
有
効
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問　

観
光
客
に
好
評
で
あ
っ

た
「
お
も
て
な
し
武
将
隊
」

と
「
真
田
茶
屋
」
の
事
業
は

今
後
も
継
続
で
き
な
い
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

お
も
て
な
し
武
将
隊
に
つ
い

て
は
、
上
田
市
全
体
の
Ｐ
Ｒ

を
図
る
た
め
今
後
も
継
続
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

真
田
茶
屋
は
現
在
と
同
じ
方

式
で
続
け
る
こ
と
は
困
難
だ

が
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
中
心

に
テ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
出
店

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

全
国
で
学
童
保
育
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
上

田
市
で
は
ど
の
様
な
対
策
や

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）状
況

を
見
な
が
ら
、
小
学
校
の
空

き
教
室
や
体
育
館
の
利
用
を

促
し
て
い
く
。
ま
た
、
運
営

主
体
で
あ
る
保
護
者
会
に
対

し
て
も
、
意
見
・
要
望
を
お

聞
き
し
、
問
題
解
決
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

問　

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ

ー
の
開
館
時
間
を
、
共
働
き

家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）こ
れ

ら
の
施
設
は
、
学
童
保
育
を

補
完
す
る
部
分
も
あ
る
の
で
、

施
設
の
在
り
方
も
含
め
て
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

真
田
丸
関
連
施
設
の

　
　
　
　
　
　

今
後

学
童
保
育
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　

課
題

認
知
症
予
防

 
松
尾　

卓
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

松
く
い
虫
被
害
対
策

 
林　

和
明
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
土
屋　

勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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インセンティブ　目的を達成させる、やる気を起こさせるための刺激のこと。

問　

認
知
症
の
方
々
を
支
援

す
る
た
め
に
、
国
が
示
し
た

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
市
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど

う
具
体
化
す
る
の
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）新
オ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
は
、
団
塊
の

世
代
が
全
て　

才
以
上
に
な

７５

る
平
成　

年
を
目
指
し
、
認

３７

知
症
の
方
が
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
平
成　

年
に

２４

策
定
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
を
改
め
、
平
成　

年
１
月

２７

に
国
が
策
定
し
た
計
画
で
あ

る
。
こ
の
内
容
は
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
普

及
・
啓
発
の
推
進
、
認
知
症

の
容
態
に
応
じ
た
適
時
適
切

な
医
療
・
介
護
な
ど
の
提
供
、

若
年
性
認
知
症
施
策
の
強
化
、

認
知
症
の
方
の
介
護
者
へ
の

支
援
な
ど
、
７
つ
の
柱
に
沿

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
も
の

で
、
平
成　

年
度
末
を
目
標

２９

設
定
年
度
と
し
て
い
る
。
市

の
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
普
及
・
啓
発
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
、
認
知
症
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
の
育
成
、
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
る
普
及

・
啓
発
の
た
め
の
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
認

知
症
講
演
会
の
実
施
な
ど
が

あ
る
。
さ
ら
に
認
知
症
の
容

態
に
応
じ
た
適
時
適
切
な
医

療
、
ま
た
介
護
な
ど
の
提
供

に
関
す
る
取
り
組
み
で
は
、

医
療
機
関
や
地
域
の
支
援
機

関
を
つ
な
ぐ
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
の
配
置
、
ま
た
、

認
知
症
の
方
の
自
立
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

な
ど
が
あ
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
の
実
施

状
況
と
今
後
の
実
施
計
画

認
知
症
に
対
す
る
市
の

　

具
体
的
な
取
り
組
み

問　

学
校
を
窓
口
と
し
た
福

祉
関
連
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
な
ど
必
要
で
は
な
い

か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）来
年

度
以
降
も
増
員
や
派
遣
時
間

を
増
や
す
な
ど
の
検
討
を
し

て
い
く
。

問　

就
学
援
助
制
度
の
改
善

に
つ
い
て
、
３
点
提
案
す
る
。

①
認
定
要
件
に
つ
い
て
、
生

活
保
護
基
準
に
一
定
の
係
数

を
か
け
た
基
準
と
し
て
い
る

自
治
体
が
多
い
。
対
象
者
を

拡
大
す
る
要
件
を
検
討
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
②
市
の

就
学
援
助
費
目
に
は
生
活
保

護
基
準
に
あ
る
体
育
実
技
用

具
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生

徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が
含

ま
れ
て
い
な
い
。
支
給
対
象

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
③

中
学
校
入
学
準
備
金
の
支
給

時
期
を
前
倒
し
し
て
、
入
学

前
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）①
今

後
は
社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案

し
て
、
総
合
的
に
認
定
要
件

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

②
他
市
の
状
況
を
見
な
が
ら

支
給
対
象
経
費
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。
③
現
在
は
７

月
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
が
、

前
倒
し
の
支
給
に
伴
う
課
題

も
含
め
、
他
市
の
状
況
な
ど

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

問　

就
学
援
助
対
象
の
子
ど

も
た
ち
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
の
利
用
状
況
は
ど
う

か
。
利
用
料
は
減
免
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
の
モ
デ

ル
事
業
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）利
用

状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

保
育
料
の
減
免
に
つ
い
て
は

他
市
の
状
況
を
み
て
検
討
し

て
い
く
。
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て
は
国
・
県
・
支
援
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
庁
内

関
係
課
と
も
検
討
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
農
業
問
題

子
ど
も
の
貧
困
対
策

問　

平
成　

年
度
の
運
営
費

２７

が
５
億
１
２
０
０
万
円
と
当

初
計
画
か
ら
約
２
億
円
上
ま

わ
っ
て
い
る
。
運
営
費
を
考

慮
し
た
上
で
事
業
を
取
捨
選

択
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ
に
お
け
る
民
間
や

市
内
音
楽
家
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

今
後
は
事
業
の
取
捨
選
択
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
歳
出
額

だ
け
で
は
な
く
事
業
収
入
を

見
込
ん
だ
上
で
当
初
計
画
に

示
さ
れ
た
市
の
負
担
額
に
近

づ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。
ま

た
、
市
内
で
音
楽
や
文
化
芸

術
活
動
を
行
っ
て
い
る
皆
様

と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け

る
こ
と
や
、
地
元
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
参
加
も
積
極
的
に
計

画
し
た
い
と
考
え
る
。

問　

築
後　

年
が
経
過
し
て

５５

い
る
第
五
中
学
校
改
築
に
つ

い
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。
ま
た
、
老
朽
化

の
進
ん
で
い
る
神
科
小
学
校
、

豊
殿
小
学
校
と
あ
わ
せ
小
中

一
貫
校
を
検
討
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）耐
用
年

数
を
考
え
る
と
改
築
を
検
討

す
べ
き
時
期
に
あ
り
、
実
施

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
。
少
子
化
に
よ
る
学
校

の
小
規
模
化
へ
の
対
応
を
今

年
度
の
重
要
政
策
課
題
と
し

検
討
を
進
め
て
い
る
過
程
で
、

特
色
が
あ
り
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
で
き
る
教
育
の
あ
り

方
も
検
討
し
た
い
と
考
え
、

小
中
一
貫
教
育
も
一
つ
の
方

策
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

第
五
中
学
校
の
小
中
一
貫
校

と
い
っ
た
視
点
は
、
次
年
度

か
ら
の
検
討
過
程
に
お
い
て

効
果
な
ど
を
検
証
す
る
中
で

一
つ
の
ご
提
言
と
し
て
承
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
体
育
施
設
の
料
金
改
正

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

　
　
　
　

運
営
費

 
井
沢　

信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
古
市　

順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
山
田　

英
喜
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

第
五
中
学
校
改
築



（9）

本会議を傍聴されたみなさんの声　
～こんなご感想・ご意見をいただきました～傍聴者

の声 　１２月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ５１人でした。
傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただい
ています。お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。
　

○　傍聴により、市側の考え方、議員の見識などが理解でき、非常に有意義でした。多
くの市民が参加すれば、市民や行政の方々の緊張感や意識が高まり、レベル向上と
なると思います。（70代　男性）

○　仕事をしていた時は「議会だより」にほとんど目を通していませんでしたが、リ
タイア後は時間の余裕ができたことで、丁寧に読むようにしています。それにもか
かわらず、ピンと来ないことが多いため、まずは予算や条例がどういうプロセスで
決まるのかを、傍聴を通じて今後も理解を深めていきたいと思います。（70代）

問　

中
小
企
業
向
け
産
業
立

地
ガ
イ
ド
や
空
き
家
バ
ン
ク

の
よ
う
な
小
規
模
工
場
、
オ

フ
ィ
ス
向
け
の
デ
ー
タ
を
上

田
市
と
し
て
積
極
的
に
準
備

し
、
発
信
で
き
な
い
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

比
較
的
規
模
が
小
さ
い
中
小

企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

取
り
組
み
は
非
常
に
効
果
的

で
あ
り
、
市
内
空
き
工
場
や

空
き
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
情
報

を
多
く
持
つ
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
や
市
内
金
融
機
関
と

の
連
携
を
進
め
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
も
図
り
な
が
ら
首
都

圏
な
ど
の
中
小
企
業
の
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
（
仮
称
）上
田
市
版
省
庁

・
大
企
業
向
け
お
試
し
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
準
備
し

て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
、
準
備
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
促

進
は
国
、
県
の
政
策
と
し
て

も
段
階
的
に
強
化
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
市
と
し
て
も
首
都

圏
か
ら
の
交
通
の
利
便
性
の

よ
さ
や
、
地
域
の
様
々
な
強

み
を
生
か
せ
る
企
業
誘
致
の

手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

上
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
位
置
づ

け
る
中
で
、
今
後
取
り
組
み

を
加
速
し
た
い
。

問　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
最
終

予
測
総
括
と
、
今
後
の
展
示

物
の
活
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

最
終
入
館
者
数
は　

万
人
前

９７

後
と
予
想
し
て
い
る
が
、　
100

万
人
突
破
を
目
指
し
た
い
。

利
益
予
想
は
収
入
総
額
４
億

５
０
０
０
万
円
、
支
出
総
額

は
４
億
２
１
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
、
最
終
的
な
収

支
は
３
１
０
０
万
円
程
度
の

黒
字
と
想
定
し
て
い
る
。
展

示
物
は
赤
備
え
の
甲
冑
の
み

購
入
済
み
で
、
そ
の
他
の
展

示
物
は
購
入
検
討
中
で
あ
り
、

新
た
な
施
設
に
展
示
予
定
で

あ
る
。

企
業
誘
致
政
策

問　

過
去
３
回
に
わ
た
る
市

民
説
明
会
で
、
大
学
運
営
に

関
わ
る
経
費
に
つ
い
て
、
市

の
一
般
財
源
を
用
い
ず
に
運

営
可
能
と
し
て
い
た
が
、
新

た
な
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
将
来
的
に
は
市
も

負
担
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
出
て
く
る
と
思
う
、
と
い

う
言
い
回
し
に
変
わ
っ
た
。

本
当
に
市
の
財
政
負
担
な
し

に
大
学
運
営
が
可
能
な
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

学
部
、
学
科
編
成
の
方
針
が

決
ま
り
、
施
設
整
備
計
画
が

で
き
た
と
こ
ろ
で
市
と
し
て

も
、
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

は
負
担
を
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、

国
か
ら
の
交
付
金
の
範
囲
内

で
大
学
運
営
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
回
、
新
た
に
国
立
大

学
よ
り
４
万
４
千
円
高
い
授

業
料
と
教
育
充
実
費
６
万
円

を
徴
収
す
る
案
が
示
さ
れ
た

が
、
今
後
激
化
す
る
国
公
立

大
学
間
競
争
に
生
き
残
る
た

め
に
は
、
学
生
に
そ
の
メ
リ

ッ
ト
を
納
得
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト

・
魅
力
と
は
何
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

４
年
間
で
現
在
の
私
学
の
学

生
納
付
金
よ
り
上
田
地
域
定

住
自
立
圏
内
の
出
身
者
に
お

い
て
は　

万
８
千
円
、
ま
た
、

８９

圏
外
出
身
者
に
お
い
て
も　
７５

万
７
千
円
に
下
が
る
こ
と
に

な
り
、
学
生
や
保
護
者
に
と

っ
て
は
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

の
で
、
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
る
。

問　

入
試
の
個
別
試
験
で
は

中
期
日
程
を
採
用
す
る
と
国

立
大
学
と
の
併
願
が
可
能
に

な
る
た
め
、
志
願
倍
率
が
飛

躍
的
に
伸
び
る
。
中
期
日
程

を
採
用
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

中
期
日
程
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
は
志
願
者
の
増
加
に
は

極
め
て
有
効
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
全
国
学
力
調
査
結
果

長
野
大
学
公
立
大
学

　
　
　
　
　

法
人
化

パーキングパーミット制度　車椅子、高齢者、妊産婦等本人に利用者証を発行し、本人またはその介助者や介護者が運転する自動車を専用区画に駐車する際、利用者証をルームミラーにかけ、
専用区画に必要な方が必要なときに駐車場が利用できるようにする制度。全国32府県が導入、相互利用をしている。長野県は来年7月頃から導入。

大
河
ド
ラ
マ
館
の
総
括

 
松
山　

賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
池
田　

総
一
郎
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問
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悉皆（しっかい）調査　調査探求しようとする事象を全体にわたって漏れなく、また重複することなく調査する方法のこと。

問　

文
科
省
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
め
た
小
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
状
況
は
全
国
的
に

最
多
の
件
数
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
市
の
状
況
と
具
体

的
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）　

年
度

２７

で
、
小
学
校　

件
、
中
学
校

４６

　

件
で　

件
で
あ
る
。
前
年

４４

９０

比
小
学
校　

件
減
、
中
学
校

３６

で
３
件
の
増
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
冷
や
か
し
、
悪
口
、

お
ど
し
文
句
が　

％
、
仲
間

５０.８

は
ず
れ
な
ど
が　

％
、
暴
力

１９.２

的
行
為
が　

％
な
ど
と
な
っ

１３.３

て
い
る
。
取
り
組
み
と
し
て

は
全
小
中
学
校
で
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
の
策
定
に
よ
る

対
策
の
組
織
と
教
職
員
間
の

情
報
の
共
有
化
で
把
握
に
努

め
る
一
方
、
道
徳
の
時
間
、

学
級
活
動
の
中
で
取
り
上
げ

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
内
の
い
じ
め
防
止
組
織
な

ど
の
事
例
も
参
考
に
取
り
入

れ
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

不
登
校
の
状
況
と
取
組

は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）年
間　
３０

日
以
上
の
不
登
校
者
は
小
学

校　

人
、
中
学
校
で　

人
で

４０

１３０

あ
る
。
取
り
組
み
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

派
遣
、
心
の
教
室
相
談
員
の

配
置
や
教
育
相
談
所
な
ど
と

連
携
し
個
別
に
支
援
を
行
う

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

問　

荒
廃
農
地
の
拡
大
や
担

い
手
不
足
の
対
策
や
食
糧
自

給
率
向
上
に
向
け
た
市
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）地
域

の
担
い
手
と
な
る
認
定
農
業

者
の
確
保
と
支
援
、
農
地
の

集
約
化
の
促
進
を
進
め
る
一

方
、
農
村
を
支
え
て
い
る
小

規
模
農
業
者
支
援
の
た
め
、

農
産
物
直
売
所
の
販
路
拡
大

を
図
る
。

い
じ
め
、
不
登
校
へ
の

　
　
　
　

取
り
組
み

問　

松
く
い
虫
防
除
対
策
の

方
法
は
何
を
主
体
に
行
っ
て

い
る
か
。
そ
の
方
法
で
効
果

は
あ
ら
わ
れ
、
松
林
は
守
ら

れ
て
い
る
の
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）市
の

防
除
対
策
と
し
て
は
伐
倒
燻

蒸
処
理
、
予
防
対
策
と
し
て

は
地
上
薬
剤
散
布
や
樹
幹
注

入
を
行
い
、
森
林
整
備
対
策

と
し
て
は
樹
種
転
換
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
伐
倒

駆
除
は
被
害
先
端
地
と
言
わ

れ
て
い
る
標
高
の
高
い
真
田

地
域
や
丸
子
地
域
の
西
内
、

鹿
教
湯
地
区
、
武
石
地
区
の

松
林
を
守
る
た
め
重
点
的
に

行
っ
て
き
た
結
果
、
標
高
の

高
い
地
域
は
他
と
比
べ
一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

問　

新
た
な
上
田
市
版
の
空

中
散
布
の
方
式
を
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）情
報

を
最
大
限
収
集
し
、
医
師
や

研
究
者
に
よ
る
人
や
動
物
な

ど
、
ま
た
自
然
界
へ
の
影
響

に
関
す
る
研
究
成
果
、
国
・

県
の
指
導
を
注
視
し
て
最
善

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

問　

新
た
な
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
地
域
の
地
形

や
集
落
に
あ
っ
た
シ
ス
テ
ム

か
。
導
入
時
期
は
い
つ
ご
ろ

を
考
え
て
い
る
か
。

答　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
代
替
シ
ス
テ

ム
は
、
災
害
時
の
伝
達
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
お
け

る
伝
達
の
必
要
性
か
ら
、
情

報
の
受
信
が
容
易
で
あ
り
、

緊
急
時
の
一
斉
放
送
が
可
能

な
無
線
シ
ス
テ
ム
が
適
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
導
入

に
つ
い
て
は
十
分
な
環
境
が

整
っ
た
時
点
で
行
う
。

問　

地
域
振
興
基
金
の
活
用

は
。

答　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
基
金
の
活
用

も
含
め
十
分
に
検
討
し
、
事

業
実
施
に
向
け
取
り
組
み
た

い
。

松
く
い
虫
被
害

問　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
と
す
る
上
田
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
も
示
さ
れ
た
移

住
定
住
の
施
策
と
し
て
も
、

地
産
地
消
が
ふ
ん
だ
ん
の
学

校
給
食
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
に
寄
り
添
っ
て
実
施
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
、
全

国
で
表
彰
さ
れ
る
よ
う
な
真

田
地
域
の
「
自
校
給
食
」
こ

そ
上
田
市
の
魅
力
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）「
自
校
給

食
」
は
、
も
ち
ろ
ん
大
変
す

ば
ら
し
い
が
、
他
で
は
ま
ね

の
で
き
な
い
、
で
き
る
限
り

手
づ
く
り
に
よ
る
調
理
の
実

践
な
ど
、
教
育
委
員
会
の
方

針
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
た
セ

ン
タ
ー
は
、
十
分
に
上
田
市

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
る
。

問　

川
辺
小
の
説
明
会
で
は
、

「
教
育
委
員
会
と
し
て
は
答

申
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
一

旦
は
「
自
校
給
食
」
と
い
う

形
で
持
っ
て
い
っ
た
が
、
最

終
的
に
は
お
金
が
伴
う
こ
と

で
あ
り
、
市
長
部
局
で
方
向

性
が
出
さ
れ
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

今
回
、
判
断
し
た
」
と
の
経

緯
が
説
明
さ
れ
た
。
審
議
会

と
教
育
委
員
会
が
提
案
し
た

方
針
が
、
な
ぜ
１
万
食
の
セ

ン
タ
ー
と
い
う
方
針
に
な
っ

た
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）市
長
部
局

で
大
規
模
統
合
セ
ン
タ
ー
の

方
向
性
が
出
た
と
い
う
こ
と

は
、
私
自
身
承
知
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
そ
う
い
う
認
識

は
持
っ
て
い
な
い
。
平
成　
２７

年　

月
の「
総
合
教
育
会
議
」

１２
の
場
で
教
育
委
員
会
か
ら
示

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
員
一
致
で
方
向
性
を
出
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
中
小
・
小
規
模
企
業
支
援

１
万
食
の
大
規
模
給
食

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

農
業
振
興

武
石
オ
フ
ト
ー
ク
廃
止

後
の
新
た
な
情
報
手
段

 
深
井　

武
文
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

 
松
井　

幸
夫
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
渡
辺　

正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問



（11）

プログラミング教育　プログラミングとはコンピューターソフトウェアを使って仕事に必要な計算をすること、また、芸術表現にもなるような作品を作ることであり、論理思考や問題について
考え抜く力が必須であることから、子どもたちの基礎学力を養うために活用するもの。

問　

山
梨
県
は
、
平
成　

年
２７

　

月
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

１１適
正
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
た
が
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

特
徴
と
し
て
は
、
山
梨
県
と

し
て
太
陽
光
発
電
施
設
の
適

正
な
導
入
の
あ
り
方
を
県
民

や
事
業
者
な
ど
に
示
し
た
こ

と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
事
業
者
が
地
域

に
根
差
し
、
安
全
な
事
業
を

継
続
す
る
観
点
か
ら
、
事
業

進
捗
に
応
じ
た
整
備
、
維
持

管
理
な
ど
の
配
慮
事
項
を
示

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

山
梨
県
が
中
心
と
な
り
全
市

町
村
を
１
つ
に
ま
と
め
て
策

定
し
た
こ
と
で
、
県
と
市
町

村
が
連
携
し
、
県
内
全
域
で

統
一
し
た
考
え
方
で
事
業
者

を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
、

適
正
な
導
入
を
促
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

問　
　

月
の
懇
談
で
は
、
太

１０

陽
光
発
電
施
設
に
関
す
る
市

独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

と
な
る
の
か
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

市
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
立
地
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
表
明
す
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
防
災
、
景
観
、
環
境

な
ど
の
観
点
か
ら
、
立
地
を

避
け
る
べ
き
エ
リ
ア
及
び
課

題
が
あ
り
慎
重
な
検
討
を
要

す
る
エ
リ
ア
な
ど
を
具
体
的

に
示
し
、
事
業
者
が
事
業
用

地
の
選
定
の
際
に
、
そ
の
計

画
地
が
適
地
で
あ
る
か
否
か

を
計
画
段
階
で
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
い
。

さ
ら
に
、
地
域
に
根
差
し
た

安
全
な
施
設
と
な
る
よ
う
、

設
置
後
の
維
持
管
理
、
ま
た

撤
去
、
廃
棄
に
至
る
ま
で
の

手
順
や
守
る
べ
き
事
項
を
明

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

者
の
適
正
な
取
り
組
み
を
促

す
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
学
園
都
市
構
想
の
推
進

太
陽
光
発
電
施
設
問
題

問　

市
長
は
、
自
ら
若
者
の

声
を
ど
の
よ
う
に
聞
き
と
り
、

今
後
、
市
政
に
反
映
し
て
い

く
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
の
活
用
も
含
め

て
、
若
者
の
声
を
市
政
に
生

か
す
仕
組
み
づ
く
り
を
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
運
転
者
対
策
の
推

進
に
よ
り
、
認
知
機
能
が
低

下
し
、
運
転
免
許
を
自
主
返

納
し
交
通
手
段
に
困
る
高
齢

者
が
急
増
し
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
課
題
解
決

策
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の

整
備
充
実
に
向
け
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
も
含
め
た
地
域

の
事
情
に
あ
っ
た
交
通
政
策

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
民
の
皆
様
の
評
判
の

良
い
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
、
あ
た
ま
・
か
ら

だ
元
気
体
操
を
全
市
的
に
普

及
し
て
、
さ
ら
に
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）多
く

の
高
齢
者
に
参
加
し
て
頂
け

る
よ
う
事
業
展
開
を
図
る
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
大
変
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
開
催
会
場

の
拡
大
な
ど
さ
ら
な
る
普
及

を
目
指
す
。

問　

建
設
業
界
を
支
え
る
た

め
の
今
後
の
対
策
・
展
開
は
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

建
設
業
界
の
存
在
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き
支

援
・
育
成
に
努
め
る
。

問　

入
札
に
お
け
る
地
域
要

件
の
導
入
の
検
討
状
況
は
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～傍聴者
の声 ○　質問に対する答弁がすでに出来上がっているようですが、傍聴者にも質

問だけでなく答弁の内容も配付してほしい。細かい数字などをメモするこ
となく、聴くことに集中できます。「議会だより」の内容では大まかすぎて
分かりづらい。（60代　女性）
○　相変わらずの棒読みの質問と答弁で、静かな議場でもう少し活気ある議
会を望みます。（60代）

○　学校給食に対する市の方針は答申を踏まえて、とのことだが、答申は自校
給食が望ましいと明確に出されています。お金の問題についても、細かく
計算された答申だったと思います。是非、再検討してほしいです。（40代　
女性）

学
園
都
市
づ
く
り

（続き）

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

高
齢
者
福
祉
対
策

 
久
保
田　

由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

健
幸
都
市
づ
く
り

建
設
業
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
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「まちなかキャンパスうえだ」　市内４大学（長野大学、信州大学、長野県工科短期大学校、上田女子短期大学）が共同して実施する「地域と大学の連携拠点」として地域と大学をつなぎ、大学
研究・教育資源を市民の学びに活かすまちづくりの拠点

問　

産
後
ケ
ア
事
業
に
取
り

組
む
考
え
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
退
院
直
後
の
母
子

に
対
し
て
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
産
後
ケ

ア
は
、
産
後
の
母
子
の
支
援

充
実
の
た
め
に
今
後
の
導
入

に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問　

一
時
預
か
り
保
育
の
充

実
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
保
育
士
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
で
職
員

配
置
も
含
め
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
が
、
年
々
増
加
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
充
実
を
図
る
。

問　

病
児
・
病
後
児
保
育
セ

ン
タ
ー
の
充
実
と
地
域
の
拠

点
に
順
次
整
備
す
る
考
え
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
利
用
者
に
と
っ
て

よ
り
使
い
や
す
い
セ
ン
タ
ー

と
な
る
よ
う
検
討
す
る
と
と

も
に
、
地
理
的
要
素
や
受
け

入
れ
可
能
な
医
療
機
関
な
ど

の
ほ
か
、
長
和
町
、
青
木
村

の
意
向
、
子
育
て
世
代
の
意

向
を
把
握
す
る
中
で
関
係
機

関
な
ど
と
協
議
を
重
ね
て
い

く
。

問　

保
育
園
に
お
い
て
、
保

育
士
や
専
門
家
が
年
中
児
全

員
を
対
象
に
し
て
発
達
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
な
か

な
か
自
分
の
子
ど
も
の
発
達

障
が
い
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
保
護
者
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
、
早
期
に
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る

5
歳
児
発
達
検
査
を
実
施
す

る
考
え
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
現
在
の
方
法
を
充

実
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、

国
、
県
、
先
進
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
効
果
的

な
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
子
育
て
情
報
発
信
の
充
実

・
不
妊
症
・
不
育
症
の
支
援

問　
「
学
生
の
ま
ち
」を
標
榜

す
る
上
田
市
だ
が
学
生
の
た

め
の
施
策
が
見
え
な
い
。
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
上

田
市
に
対
す
る
見
解
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）学
生
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

け
て
い
た
。
学
生
が
主
役
と

な
っ
て
若
い
力
を
発
揮
で
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
が

で
き
る
場
所
と
し
て
今
後
一

層
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

う
え
だ
」
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
た
い
。
市
内
外
出
身
者

に
は
１
人
で
も
多
く
上
田
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。

問　

佐
久
市
な
ど
で
は
首
都

圏
に
通
勤
し
て
い
る
市
民
に

対
し
て
通
勤
手
当
の
一
部
を

補
助
し
て
い
る
。
税
制
改
正

に
よ
り
東
京
ま
で
の
新
幹
線

定
期
代
が
月
額
約　

万
円
の

１４

上
田
市
ま
で
非
課
税
と
な
っ

た
。
様
々
な
働
き
方
に
対
応

で
き
る
よ
う
通
勤
手
当
の
一

部
を
補
助
す
る
考
え
は
ど
う

か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

首
都
圏
移
住
相
談
セ
ミ
ナ
ー
、

相
談
会
で
は
こ
れ
ま
で
首
都

圏
へ
の
通
勤
を
前
提
に
当
市

へ
移
住
希
望
の
相
談
者
は
な

い
。
通
勤
手
当
の
補
助
に
つ

い
て
今
後
移
住
相
談
会
な
ど

で
さ
ら
に
そ
の
需
要
が
あ
る

か
、
他
市
の
例
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
を
行
う
。

問　

今
後
の
改
修
、
改
築
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
市
民
か
ら
意

見
、
要
望
を
聞
く
段
階
や
手

段
は
ど
う
か
。

答　
（
小
野
塚
財
政
部
長
）今

後
は
基
本
構
想
、
基
本
計
画

策
定
を
経
て
基
本
設
計
、
実

施
設
計
と
進
み
、
南
庁
舎
の

耐
震
補
強
、
そ
の
後
本
庁
舎

改
築
へ
事
業
を
進
め
る
予
定

で
あ
り
、
基
本
構
想
に
お
い

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
す
る
。
そ
れ
以
降
も
基

本
設
計
な
ど
各
段
階
で
意
見

な
ど
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
。

学
園
都
市
づ
く
り

問　

再
資
源
化
で
き
ず
に
可

燃
ご
み
に
回
る
雑
紙
の
量
は

年
間
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

家
庭
系
の
可
燃
ご
み
に
年
間

５
４
０
０
ト
ン
含
ま
れ
て
い

る
。

問　

上
田
市
に
は
可
燃
ご
み

と
し
て
し
か
出
せ
な
い
雑
紙

を
、
再
資
源
化
す
る
技
術
を

持
っ
た
製
紙
企
業
が
あ
る
。

更
な
る
可
燃
ご
み
の
減
量
・

再
資
源
化
と
市
民
の
雑
紙
回

収
の
煩
雑
さ
解
消
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
企
業
を
研
究
し

た
ら
ど
う
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

古
紙
類
再
資
源
化
の
技
術
革

新
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
に

努
め
、
適
正
な
処
理
コ
ス
ト

や
費
用
対
効
果
も
考
慮
し
な

が
ら
、
古
紙
類
の
分
類
・
分

別
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

数
百
万
人
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
光

動
態
調
査
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

大
河
ド
ラ
マ
館
に
入
館
し
た

客
の
市
内
・
市
外
の
別
、
年

齢
別
、
男
女
別
、
居
住
地
、

何
時
頃
ど
こ
か
ら
ど
ん
な
交

通
手
段
を
用
い
て
上
田
市
に

来
て
、
ど
ん
な
市
内
施
設
を

巡
っ
て
何
時
間
上
田
市
に
居

て
何
時
頃
ど
こ
へ
向
か
っ
た

か
、
日
帰
り
か
宿
泊
か
、
宿

泊
先
は
市
内
な
の
か
市
外
な

ら
ど
こ
か
、
と
い
っ
た
こ
と

が
全
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
施
策
構
築
の
た
め
、
こ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
ら
ど
う
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

リ
ピ
ー
タ
ー
率
や
満
足
度
は

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
は
出
せ
ず
、

現
在
の
聞
き
取
り
調
査
も
大

事
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
を

含
め
聞
き
取
り
調
査
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

可
燃
ご
み
減
量
化
の

た
め
の
、
雑 
紙 
回
収

が
み

　
　

方
法
の
改
善

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

 
池
上　

喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

　
　

シ
ョ
ン
の
推
進

 
半
田　

大
介
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

本
庁
舎
等
の
整
備

 
三
井　

和
哉
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

観
光
施
策
と
し
て
大
河

ド
ラ
マ
館
入
館
者

　
　
　

万
人
の
分
析

９０



（13）

問　

新
聞
報
道
の
概
要
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）国
の

防
災
基
本
計
画
で
、
原
発
か

ら　

㎞
圏
内
の
全
て
の
自
治

３０
体
に
、
避
難
計
画
策
定
が
求

め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
５

㎞
圏
内
の
御
前
崎
市
な
ど
の

４
万
８
千
人
の
一
部
を
長
野

県
で
受
け
入
れ
て
欲
し
い
と

の
話
で
あ
る
が
、
素
々
案
の

段
階
で
あ
る
。

問　

国
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
の
地
震
発
生
確
率
は

　

年
以
内
で　

～　

％
と
あ

３０

５０

８７

り
、
日
本
国
家
の
存
続
に
関

わ
る
と
あ
る
。
市
の
防
災
計

画
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）市
で

は
福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、

地
域
防
災
計
画
の
中
に
原
子

力
災
害
対
策
を
つ
く
り
、
現

在
で
も
、
複
数
箇
所
で
の
空

間
放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
、

公
表
し
て
い
る
。

問　

現
在
の
登
録
状
況
は
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）　

月
１
日
現
在
、
登

１２

録
者
数
は　

名
で
あ
る
。

１２５

問　

登
録
者
へ
の
通
知
数
は
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）制
度
施
行
以
来
、　

件
１２

　

名
で
あ
り
、
丁
寧
に
説
明

１０し
て
お
り
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

問　

全
市
民
へ
の
拡
大
は
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
費
用
対
効
果
の
面
か

ら
、
現
状
で
継
続
す
る
。

問　

今
後
の
運
営
方
針
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
平
成　

年
の
答
申

２４

時
に
、
定
期
的
な
見
直
し
を

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
が

診
療
報
酬
の
見
直
し
時
期
に

当
た
っ
て
い
る
。国
か
ら
も
平

成　

年
度
ま
で
に
、
収
支
の

３２
黒
字
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

料
金
の
改
定
を
し
た
。「
子

育
て
す
る
な
ら
上
田
市
で
」

を
担
う
公
立
病
院
と
し
て
、

地
域
の
周
産
期
医
療
を
守
る

た
め
、
今
後
も
努
力
す
る
。

静
岡
県
原
発
事
故

　
　
　
　
　

避
難
計
画

問　

清
浄
園
を
解
体
し
て
の

資
源
循
環
型
施
設
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
の
建
設
候
補

地
と
し
て
新
た
な
提
案
を
表

明
し
て
４
年
と
半
年
を
経
過

す
る
が
、
そ
の
打
開
策
が
見

え
な
い
中
、
市
長
と
し
て
ど

の
様
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）今
日
ま
で

地
元
対
策
連
絡
会
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
重
ね
、
ご
み

の
減
量
化
・
再
資
源
化
な
ど

様
々
な
課
題
に
対
し
意
見
交

換
を
行
い
、
さ
ら
に
は
最
新

の
ご
み
処
理
施
設
の
先
進
地

視
察
を
開
催
す
る
な
ど
施
設

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
皆
様
方
と
の

話
し
合
い
が
思
う
よ
う
に
進

ま
ず
、
行
き
詰
ま
り
と
停
滞

感
を
感
じ
る
と
と
も
に
大
変

遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。

問　

意
見
交
換
会
に
よ
り
、

地
元
の
声
と
し
て
出
さ
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
、
早
急

に
回
答
し
、
行
政
と
し
て
出

来
る
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と

を
不
退
転
の
覚
悟
で
、
地
元

の
皆
さ
ん
に
示
す
べ
き
と
考

え
る
。
そ
し
て
そ
の
答
え
を

結
果
と
し
て
捉
え
、
大
義
を

持
っ
て
前
に
進
む
の
か
、
方

向
転
換
す
る
の
か
、
重
い
決

断
を
す
る
時
が
来
て
い
る
と

思
う
が
、
い
つ
ど
の
様
に
決

断
す
る
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）こ
れ
ま
で

も
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
出
来
る
だ
け
早
期
に
合

意
形
成
に
至
る
よ
う
ご
理
解

を
い
た
だ
く
努
力
を
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
時
を
捉
え
決
断
し
た
い
と

考
え
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
上
田
市
と
し
て
の
し
尿
処

理
施
設

・
諏
訪
部
自
治
会
と
の
関
係

資
源
循
環
型
施
設
建
設

　
　
　
　

関
連
事
業

イクボス　職場でともに働く従業員や部下の仕事と生活の両立を考え、育児参加に理解のある経営者や上司のこと。　　　　
ワークライフバランス　仕事と生活の両立。
読書通帳　銀行ＡＴＭのような専用端末機に通帳を通すと、自分が読んだ本のタイトルや貸し出し日が記録されるもの。
セカンドブック事業　子供に読書習慣をつけるきっかけとするため、３歳児健診や小学校入学時などに、年齢にあった絵本を新たに渡すこと。

○　１人の議員の質問後の１５分の休憩は必要ない。質問と答弁のくり返しで
議論がなく淋しい限り。何点か議員から提案がされていたのは良いことと
思う。（60代　男性）

○　子どもが声を出してしまったので退出しようとしたところ、職員の方に声を掛けていただき、別室
で中継を見せていただきました。大変うれしく感謝しております。今後も議場に入れない場合に、こ
のようなご配慮をいただけるとありがたいです。（30代　女性）

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
小
坂
井　

二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

住
民
票
等
本
人
通
知

　
　
　
　
　
　

制
度

上
田
市
立
産
婦
人
科
病
院

運
営
審
議
会
答
申
と
方
針

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
安
藤　

友
博
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

議場での傍聴について
　議会の傍聴については、上田市議会傍聴規則で定められています。規定の中では、議事の進行に支
障がないように傍聴人は静粛を旨とすることが定められています。
　小さなお子さんをお連れになって傍聴を希望される方で、子どもさんが泣かれるなどして本会議場
へ入れない場合は、別室にて議会傍聴ができるような方法もありますので、お気軽にお声掛けください。

傍聴者
の声
（続き）



（14）

ＭＣＩスクリーニング検査　 血液中のタンパク質の量や濃度の変化により、統計的手法で認知機能障害への程度を推定するもの。

問　

市
に
迷
惑
を
か
け
な
い

と
説
明
す
る
長
野
大
学
の
言

葉
を
市
は
ど
う
捉
え
る
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

大
学
の
施
設
整
備
の
費
用
は

現
在
あ
る
積
立
金
と
学
生
か

ら
施
設
費
を
徴
収
し
て
施
設

更
新
が
可
能
と
判
断
し
た
。

問　

大
学
の
施
設
整
備
を
行

う
場
合
、
見
込
額
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

現
時
点
で
は
整
備
の
見
込
額

は
算
出
し
て
い
な
い
。

問　

１
号
館
及
び
体
育
館
な

ど
を
整
備
す
る
と　

億
円
と

３５

の
試
算
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

大
学
側
の
内
部
資
料
と
し
て

提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

市
の
推
計
方
法
で
計
算
す
る

と
不
足
は
明
白
で
あ
る
。

問　

大
学
は
市
に
迷
惑
を
か

け
な
い
と
す
る
が
、
市
に
財

政
負
担
が
生
じ
た
場
合
、
責

任
の
所
在
は
ど
こ
か
。
ま
た
、

大
学
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た

際
、
市
は
ど
の
程
度
ま
で
支

出
を
容
認
す
る
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

市
に
負
担
が
生
じ
た
場
合
、

最
終
的
な
責
任
は
市
に
あ
る
。

過
度
な
市
へ
の
財
政
負
担
が

生
じ
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

問　

市
長
は
当
初
、
大
学
法

人
化
を
平
成　

年
４
月
と
し

２８

た
が
、
戦
略
的
な
甘
さ
は
な

い
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
る
考
え
な
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）１
年
で
も

早
く
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
地

域
へ
の
効
果
も
大
き
く
発
揮

さ
れ
る
と
考
え
た
。
今
後
は
、

大
学
改
革
を
推
進
す
る
強
い

決
意
と
そ
の
挑
戦
こ
そ
が
大

切
と
思
う
。

問　

大
学
経
営
は
厳
し
さ
を

増
す
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

６
年
間
の
中
期
目
標
期
間
終

了
時
に
は
、
業
務
の
継
続
も

含
め
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
新
幹
線
防
音
壁
の
処
分
に

伴
う
健
康
被
害

長
野
大
学
の　
　
　

　
 
公
立
大
学
法
人
化

問　

平
成　

年
２
月
の
大
雪

２６

で
得
た
教
訓
か
ら
除
雪
体
制

な
ど
の
危
機
管
理
の
方
策
と

活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

平
成　

年
２
月
の
大
雪
災
害

２６

に
関
す
る
検
証
報
告
書
か
ら

除
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
委
託
業
者
と
意
見
交
換

を
行
い
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

市
・
自
治
会
・
区
で
除

雪
箇
所
の
決
定
と
、
通
学
路

・
雪
捨
場
の
確
保
は
ど
う
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

自
助
・
共
助
・
公
助
の
観
点

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協

力
し
安
全
な
通
学
路
を
確
保

し
雪
捨
場
も
確
保
し
て
い
る
。

問　

除
雪
機
購
入
費
補
助
金

の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

補
助
制
度
を
改
正
し
て
２
年

８
ヶ
月
で　

自
治
会　

台
の

９５

１３４

除
雪
機
の
補
助
を
行
っ
た
。

問　

自
治
会
に
所
属
し
な
い

別
荘
所
有
者
な
ど
へ
の
補
助

拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

補
助
拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
自
治
会
と
の
除
雪
体
制

の
調
整
か
ら
自
治
会
を
通
じ

た
補
助
申
請
は
可
能
で
あ
る
。

問　

乳
幼
児
期
の
成
長
過
程

に
沿
っ
た
、
保
護
者
へ
の
身

体
づ
く
り
の
指
導
は
ど
う
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
乳
幼
児
健
診
や
教

室
な
ど
で
月
齢
・
年
齢
に
応

じ
て
指
導
し
親
子
で
出
来
る

運
動
遊
び
を
紹
介
し
て
い
る
。

問　

市
内
保
育
園
・
幼
稚
園

で
運
動
遊
び
の
取
り
組
み
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
保
育
園
運
動
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
の
取
り
組

み
と
し
て
市
内
９
園
を
モ
デ

ル
園
と
し
て
市
内
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
指
導

し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
小
学
校
で
の
身
体
づ
く
り

冬
場
に
向
け
た
安
全
な

　
　
　

道
路
環
境

問　

消
防
団
本
部
車
両
４
台

が
現
在
屋
外
保
管
に
な
っ
て

い
る
う
え
、
分
散
し
て
保
管

さ
れ
て
い
る
。
消
防
団
の
迅

速
な
出
動
に
支
障
を
き
た
す

う
え
に
車
両
劣
化
、
降
雪
時

の
対
応
な
ど
も
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
通
常
時
の
消
防
団
の

活
動
に
お
い
て
も
車
両
を
遠

隔
地
へ
取
り
に
い
か
な
く
て

は
な
ら
ず
、
消
防
団
に
負
担

を
強
い
て
い
る
。
上
田
市
と

し
て
消
防
団
車
両
の
車
庫
を

整
備
す
る
こ
と
は
当
然
の
義

務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
消

防
団
車
庫
を
整
備
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
（
長
谷
川
消
防
部
長
）屋

外
で
の
保
管
は
望
ま
し
く
な

い
。
敷
地
な
ど
の
問
題
が
あ

る
が
、
今
後
車
両
の
保
管
に

つ
い
て
広
域
連
合
と
協
議
し

検
討
す
る
。

問　

中
央
消
防
署
は
夜
間
の

会
議
、
訓
練
、
行
事
な
ど
で

消
防
団
が
頻
繁
に
利
用
し
て

い
る
が
、
駐
車
場
が
確
保
で

き
ず
消
防
団
員
が
非
常
に
苦

慮
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
放
映
に

伴
う
観
光
客
増
の
対
応
と
し

て
整
備
さ
れ
た
上
田
城
跡
北

観
光
駐
車
場
を
中
央
消
防
署

を
利
用
す
る
消
防
団
員
が
無

料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
が
見
解

は
ど
う
か
。

答　
（
長
谷
川
消
防
部
長
）共

通
駐
車
券
を
利
用
す
れ
ば
、

無
料
化
は
可
能
だ
が
、
消
防

団
員
の
み
を
優
遇
す
る
の
は

難
し
い
と
い
う
の
が
現
在
の

状
況
で
は
あ
る
が
、
引
き
続

き
周
辺
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
を
続
け
る
中
で
検
討
す

る
。

問　

消
防
団
員
が
よ
り
迅
速

に
出
動
が
で
き
る
よ
う
災
害

メ
ー
ル
に
災
害
場
所
の
地
図

情
報
を
添
付
で
き
な
い
か
。

答　
（
長
谷
川
消
防
部
長
）技

術
的
に
は
可
能
だ
が
、
個
人

情
報
保
護
を
重
視
し
た
い
。

今
後
、
目
標
物
な
ど
を
増
や

す
な
ど
分
か
り
易
い
情
報
提

供
に
努
め
る
。

上
田
市
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の

　
　
　
　

充
実
強
化

乳
幼
児
か
ら
小
学
校

ま
で
の
身
体
づ
く
り

 
宮
下　

省
二
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
佐
藤　

論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
金
子　

和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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確率降水量　ある現象が平均的に何年に1回起こるかを表した値を「再現期間」もしくは「確率年」といい、ある再現期間に1回起こると考えられる降水量を「確率降水量」という。

 
金
沢　

広
美
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

問　

大
河
ド
ラ
マ
館
入
館
者

が　

万
人
に
な
ろ
う
と
し
て

１００
い
る
要
因
は
何
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

ド
ラ
マ
が
幅
広
い
世
代
に
愛

さ
れ
た
こ
と
、
旅
行
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
に
よ
る
団
体
で
の
来

館
が
中
心
だ
が
個
人
旅
行
者

も
多
い
こ
と
、
真
田
氏
史
跡

や
施
設
が
ド
ラ
マ
の
中
で
発

信
さ
れ
た
こ
と
、
放
送
開
始

前
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
が

あ
る
。

問　

新
た
な
観
光
施
策
と
し

て
地
域
の
魅
力
を
知
り
、
地

域
住
民
と
の
交
流
が
目
的
の

フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
の
考
え
は

あ
る
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
は
、
街
歩

き
に
よ
る
体
験
型
観
光
で
あ

り
、
滞
在
時
間
を
延
ば
し
地

域
住
民
と
の
交
流
が
リ
ピ
ー

タ
ー
に
つ
な
が
る
事
業
と
考

え
る
が
、
地
元
の
活
動
組
識

が
主
体
に
な
る
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

問　

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
上
田
市
も
加
入

し
て
い
る
が
目
的
は
何
か
。

上
田
市
も
つ
く
る
べ
き
だ
が

考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

を
長
野
県
に
誘
致
し
、
ス
ポ

―
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
と

地
域
活
性
化
を
図
る
目
的
が

あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の

申
請
を
先
月
行
っ
た
が
、
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
長
野

県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
た
。
新
年
度
か
ら

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
地

域
活
性
化
を
担
う
専
門
部
署

を
設
置
す
る
予
定
で
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ

ン
プ
地
誘
致
を
き
っ
か
け
と

し
た
地
域
振
興
の
窓
口
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
国
際
交
流

観
光
施
策

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

上田市議会のホームページをご覧ください！
　「議会を傍聴したいので詳しい日程が知りたい。」、
「議会が開会している時以外は、議員はどんな活動を
しているの？」というお問い合わせをいただくことがあ
ります。
　市議会のホームページには、議会日程や議会開会
時以外の予定（議会カレンダー）を掲載しています。
また、議員の活動については、議員個人のホームペ
ージに掲載している議員もおり、そちらは名簿に掲載
されているアドレスからご覧いただくことができます。
　そのほかに、議会だよりや本会議の会議録なども
ご覧いただくことができます。情報満載の上田市議
会のホームページをぜひご覧ください。

～議会ホームページでは次の情報を見ることができます～

○定例会・臨時会の日程 ○意見書・決議 ○議会報告会
○市議会カレンダー

○市議会のあらまし ○議会傍聴のご案内 ○請願・陳情につ
いて

○議員名簿・各種委員会名簿 ○議長交際費 ○政務活動
費 ○委員会視察報告 ○会派視察報告

市議会情報

市議会のしくみ

会議録検索システムうえだ市議会だより

市議会議員

議会を傍聴しませんか。
煙どなたでも議会の傍聴ができます。
煙事前予約の必要はありません。
煙手続きは、市役所本庁舎5階の議会事務局で受付をして傍聴券を受け取るだけです。氏名などをご記入い
ただく必要はありません。

■3月定例会会期日程（予定）
2月27日（月）　本会議（市長施政方針・提案説明など）
3月 6日（月）、7日（火）、8日（水）　本会議（一般質問）
3月10日（金）、13日（月）、14日（火）、15日（水）　各常任委員会
3月23日（木）　本会議（委員長報告・採決など）

　予定ですので、変更になる場合があります。
　なお、議会日程の詳細は上田市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせいただき、
確認のうえお出かけください。
　 ■お問い合わせ　上田市議会事務局：0268（22）0452　
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12月定例会　請願・陳情の審査結果

次回の3月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は2月28日（火）の午後3時です。

　　皆さんの要望を市議会に請願・陳情できます。

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情という形で受け付けています。
　提出された請願や陳情は内容を審査し、採択か不採択を決定します。

■請願
請願は、所管する常任委員会に付託して審査を行います。その結果をもとに、本会議で結論（議決）
を出します。請願は、請願を紹介する議員が必要です。

■陳情
陳情は、一部を除き、所管する常任委員会に付託して審査を行いますが、本会議での議決は行わず、
委員会の審査結果を本会議で報告します。陳情は、紹介議員は必要ありません。

■請願・陳情の趣旨説明
　請願や陳情の趣旨を明確にするために、提出者の希望によりその趣旨を説明する機会を設けています。
　請願や陳情の記載要件など詳細については、議会事務局にお問い合わせください。

請願
審査結果提　出　者件　名

採　択
菅平旅客索道協会
会長　丸田光男　氏
（紹介議員　金沢広美議員）

免税軽油制度の継続を求める請願

陳情
審査結果提　出　者件　名

趣旨採択瀧澤史貴　氏
エコ・ハウスにおける無償提供品数を罹災者に多く
することを求める陳情

不採択成沢正博　氏
沖縄県議会の「米軍北部訓練場ヘリパッド建設に関
する意見書」を支持する意見書提出に関する陳情

不採択
社会福祉法人上田明照会
会長　横内浄真　氏

児童発達支援センター「蓮の音こども園」の建設補
助金に関する陳情

不採択
上田市教職員組合
執行委員長　小池広志　氏

国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を
求める意見書提出に関する陳情

不採択
上田市教職員組合
執行委員長　小池広志　氏

「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める陳情

不採択
連合長野上小地域協議会
議長　下村敬貴　氏ほか１人

給付型奨学金制度の創設等を求める意見書（決議）
の提出を求める陳情

不採択川島一郎　氏
上田市施設である上田市交流文化芸術センター内ホ
ールを使用している金剛山歌劇団上田公演中止を求
める陳情（継続審査）
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第第第第第第第第第第6666666666回回回回回回回回回回 上上上上上上上上上上田田田田田田田田田田市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会ででででででででででのののののののののの意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見交交交交交交交交交交換換換換換換換換換換のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹第6回 上田市議会報告会での意見交換の紹介介介介介介介介介介介
　
「
議
会
報
告
会
」
で
は
、
昨
年
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

の
放
送
終
了
後
に
関
す
る
こ
と
や
重
要

課
題
で
あ
る
資
源
循
環
型
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
を
守
る
消
防

団
員
の
支
援
や
確
保
に
つ
い
て
な
ど
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
ご
と
に
開
催
さ
れ
た

「
テ
ー
マ
別
車
座
集
会
」
で
は
、
参
加
者

と
議
員
の
距
離
感
を
縮
め
、
よ
り
意
見

交
換
し
や
す
い
形
式
を
取
り
入
れ
、
専

門
的
な
立
場
の
方
や
子
育
て
中
の
方
、

市
内
大
学
で
学
ぶ
学
生
な
ど
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
在
の
状
況
を
交
え
、
多
く

の
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
会
場
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

塩田公民館
Q　市独自の消防団応援事業はどういうものを考えて
いるか。
A　上田市独自の応援ショップも設定されることとな
った。
Q　行政視察で得たことをどう市政に生かしたかなど
結果報告を載せてほしい。
A　行政視察の際は報告書を提出し、ホームページに
掲載されており、ご覧いただける。また、議会事務
局でも閲覧できるようになっている。
Q　上田市に魅力ある公園がない。サントミューゼに
遊具を設置するなど子どもが喜べる場所をつくるこ
とはどうか。
A　上田城跡公園内の児童遊園地をリニューアルする
予定がある。また、サントミューゼの広場について
はご意見として市に伝える。
Q　中高生に消防団に興味を持ってもらうことが上田
市の防災力向上に重要なことだと思うがどうか。
A　中高生対象に活動した方が効率的ではないかとい
うご意見は理解している。消防団としても考えてい
ただき、入団したいという方が一人でも多くなるよ
うなきっかけになればと思っている。

城南公民館
Q　地域内分権についてもう少し具体的に説明願いた
い。
A　自らの地域を住民が力や知恵を出し合い、特色を
生かすことを推進するものである。また、これまで
とは違い、行政が主ではなく地域主導で地域づくり
に取り組む手法と理解していただきたい。
Q　学園都市構想を推進する理由、長野大学の支援、
新潟薬科大学の現状はどうか。
A　市内に４大学がある市は全国的にも珍しく、まち
づくりに活かすことは有意義と考える。長野大学に
ついては議会内に研究委員会を設置し、財政負担に
ついても十分検討をして、議会としての方向性を示
した。また、新潟薬科大学については昨年より多面
的に検討し、大学側も上田キャンパスを決定してい
る。なお、総務文教委員会では市内の経済団体から
提出された陳情を採択している。

川西公民館
Q　インバウンドの取り組みをどのように考えているか。
A　観光資源としての温泉やスキー場は一般的だが、
歴史やお寺など日本の文化について発信していけれ
ば可能性があると考えている。また、武石地域では
台湾から修学旅行生を受け入れて農業体験をしても
らっており、インバウンドの取り組みの一つとして
実施している。
Q　住民自治組織の現時点の問題点は何か。
A　自治の意識が高い今までの住民組織（自治連、地
域振興会、商工振興会）があるなか、新たな組織を
立ち上げることが課題としてあるが、知恵を出し合
い動いており、自分たちの自由な考えで事業を進め
ようとしている。
Q　消防団員の昼間の出動にあたり、会社の理解を得
ることが難しい。勤務中に出動できる制度をつくれ
ないか。
A　消防団員の確保、処遇改善が大事である。積極的
に出動できるよう企業に対する要請を検討していく。

武石公民館
Q　人口減少や高齢化が予測される中での合併だった
が、合併後１０年が経ち、検証が必要ではないか。
A　合併の是非については、様々な意見がある。合併
後は周辺地域を優先した事業を進めてきており、武
石地域では児童館や学校施設など、真田地域では図
書館の建設、丸子地域では給食センターの移転新築
や図書館建設などがある。
Q　オフトークが廃止され、重要な情報が住民に伝わ
ってこない。２年たっても、代替え手段ができてい
ないが今後はどうなるのか。
A　オフトークはエリアトークというこれまでは電話
回線を使用したものだったが、これに代わる手段は
現在検討中で、電波で発信する仕組みのもので、一
斉放送できるページング放送や災害時は自動で電源
が入り、音量が最大になるものである。今後は、自
己負担がどうなるのかを含めて検討していく。
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西部公民館
Q　非常事態宣言を行うほど高齢者が対象の詐欺が横
行している。市での対策は。
A　メール配信で頻繁に注意喚起は行っているが、警
察との協力を続けていく。
Q　人口減少、少子高齢化の状況はどうか。
A　２０１０年時点での人口は１５９,５９７人となっていたが
これが５０年後には上田市は１１３,２８５人となることが
予想されている。また、高齢化率については、２０４５
年には３６.７％にもなる。これを少しでも緩やかにな
るような対策を考えていきたい。住民の皆さんと一
緒になって高齢の方が孤立しないようケアしていく
ことが大切である。
Q　警察署が移動してしまい夜になると真っ暗で治安
が心配である。付近に交番を設置してもらえるよう
要請してもらいたい。
A　関係者への要請を検討していく。

真田中央公民館
Q　６次産業の取り組みは。
A　ワイン用ブドウへの取り組みに力を入れてきてい
る。また、市内にある３つの６次産業認定農家の取
り組みにも注目しながら、高付加価値型農業につい
て提言していきたい。
Q　太陽光発電規制の条例制定の時期は。
A　条例制定の時期については明確に答えることはで
きないが、現在着手してしまっている事業に関しては、
後から作った条例を適用するのは難しいと考えてい
ただいたほうがいい。自然エネルギーの推進は重要
だと考えるが、適正に推進されるよう検討していく。
Q　太陽光発電関連の条例には、環境学上の観点に加
え、自然保護の観点を入れ、豪雨災害が拡大しないよ
うにしていくべき。許認可権を目指すのかの見解は。
A　許認可権まで及んでいる条例は見当たらない。委
員会の総意とすれば、指導要綱では弱いので条例制
定を目標に検討をしている。今後議会の中でも話し
合いたい。

中央公民館
Q　市役所庁舎建て替えの方向性は。また、市民意見
の反映は。
A　現在、外部有識者による検討委員会が行われ、今
年度内に最終的な報告を出すという方向で進んでい
る。市民意見の反映については、検討委員会の答申
を受け、市民説明会が開かれていくと考えている。
Q　地域内分権についてモデル地域での報告会でも発
言がなく、どう捉えられているかわからず、他地域
へ波及できるのか不安がある。
A　地域経営会議をスタートした３モデル地域は住民
自治組織に変わってきている。中央地域の場合、範
囲が広く多くの意見が出て進めることが難しい状況
であり、自治組織をつくったらどうなるのかなど内
容がはっきりしないが、地域の特色を生かしたまち
づくりをすることが主旨であり、しっかり協議し進
めていきたい。
Q　若い母親たちは紙媒体よりも、スマホなどで情報
収集する。子育てアプリなどつくってもらいたい。
A　３月に提供できるように準備が進んでいる。お母
さんたちにとって必要な情報がしっかり入るように
要望していく。

上野が丘公民館
Q　「真田街道」（国道１４４号）沿いの道路縁石の内側も
外側も雑草が茂っている。おもてなしとして美化に
努めるべきではないか。
A　自治会で行っている場所もあるが、所管している
県建設事務所に要望するよう担当部署に伝える。
Q　長野大学に工学部があればよいと考えるが、どうか。
A　長野大学には４学部構想はあるが工学部はない。
企業からの学部再編の要請もあり、大学としても検
討している。

丸子文化会館
Q　２０１９年ラグビーワールドカップキャンプ地誘致と
２０２０年のオリンピックについて上田市の今後の対応は。
A　２０１９年のキャンプ地誘致に手を挙げる予定でおり、
スポーツ合宿を呼び込むことを積極的に進めたい。
平成３９年の国体も上田市体育協会として県には要請
している。市の設備は不十分だが地域に合ったもの
が開催されるよう働きかける。
Q　地域交通の充実をお願いしたい。車が無ければ生
活ができない。シャトルバスを運行してはどうか。
A　運賃低減バスという全国でも３番目となる事業を
実施している。全国でも先進的な取り組みであるた
めこの実証実験を続けていく。
Q　腰越の国道１５２号線はトラックの往来が多く危険
であり、大型車の交通時間制限をしてほしい。
A　旧丸子町のなかで危険な箇所も多いので、可能な
場所でバイパス化していくなどを関係各所に要請を
行っていく。
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環境建設委員会
テーマ：「空き家」について考える
意見ほか：（１）空き家等で困っていること
・不法侵入者の喫煙による火災、放火などの治安につ
いて。
・空き家の敷地から草、樹木が道路や隣家にはみ出し
ているなどの景観について。
・倒壊、瓦の落下、窓ガラスが割れているなどの危険
について。
・小動物が住みついている、蜂の巣があるなどの動物
について。
・空き家の持ち主や相続人が不明。
（２）解決方法のアイディア
・法律や条例により立ち入りが可能とする。
・地域で草、樹木を除去できる仕組みや補助金の創設。
・解体、リフォーム費用に対する補助金の創設。
・自治会などで管理できるルール、猟友会や消防団と
連携する仕組みづくり。
・持ち主や相続人が不明でも市や地域で対処できるよ
うな法の改正や条例の制定。

総務文教委員会
テーマ：住みたいまち上田市を創る学生とのまちなか

ミーティング
意見ほか：「ＰＲ」…上田市の良さを情報発信していく
べき。

「学生がバカになれる町ウエダ」…学生ひとりひとりが
活躍できるまちにしたい。

「県外の人を呼べない！！」…学生にとって不便さや住
みにくさを感じ、友だちに紹介できない。

「合同学園祭（＋地域）」「飲みにケーション（学生・市
民・行政）」…人と人とのつながりを支援してほしい。

「ス（ルメ）」…上田市は住めば住むほど（噛めば噛む
ほど）味が出る魅力あるまち。

「ば」…学生達が集う場、交流のできる場、人と出会う
場、安く食事ができる場、歌が歌える場など、学生
だけではなく多くの人たちとの交流ができる場。

広報広聴委員会
テーマ：女子力全開～ちょっと聞いてよ私の想い～
意見ほか：・上田市に象徴的な公園を作ってほしい。
・公共施設に灰皿を設置する必要はない。
・上田市は医療の体制が弱い。
・女性の意見を会社が聞いてくれるようになった。お
母さんたちが頑張れば企業も変わってくるのではな
いか。
・子育てと仕事を天秤にかけ子育てを選んだが、どち
らかしか選択できなかったということが悲しかった。
・子育てについては、夫の職場にも理解してほしい。
・移住してほしいというアピールは分かるが、市民生
活に対するケアが感じられない。
・子育ては終えたが、これからは親の介護の問題があ
る。

産業水道委員会
テーマ：大河ドラマ「真田丸」その後の商工振興
意見ほか：（１）商業部会
・上田市のブランド力をどう生かしていくかが課題。
・「真田丸」効果の実感はない。高齢化、後継者不足の
課題がある。

・観光も大事だが、人口減少をどう防ぐか考えるべき。
「真田丸」効果を移住に結び付けるべき。
・上田にあるものを活用し、インバウンド対策に力を
入れるべき。

（２）工業部会
・「真田丸」によって知名度は上がったが、数字的な効
果は現れていない。

・製造業は仕事量が減少している。
・従業員の高齢化により廃業が増えている。
・若者は大企業志向が強く、中小企業には関心が薄い。
・下請けはコストダウンの要請に苦労している。
・上田産業展を教育の一環としても考え、多くの学生
が訪れるよう取り組んでほしい。

厚生委員会
テーマ：子育てについて
意見ほか：・福祉、教育の連携が健康プラザで完結し
ていることはすばらしい。

・子どもと遊べる公園や遊具が少ない。
・大規模給食センター化について十分な説明が必要、
また、市民の声を聞いてほしい。

・給食室で顔の見えるなかで調理を行ってほしい。
・時機を逸すると保育園に入園できない現状を改善し
てほしい。

・市のメールや広報が分かりにくい。
・急に子どもを見てほしいときに、そういった場所が
なくて困る。

・ファミリーサポート制度があるが、事前の手続きが
煩雑で利用するのを躊躇した。
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年4回（3月、6月、9月、12月）に開会される定例会の一般的な流れについて紹介します。

本会議（初日）
議長の宣告により開会します。○開　会

○会議録署名議員の指名、諸般の
報告、会期の決定

市長や担当部長が議案の提案理由を説明します。また、3月定例会では
市長から1年間の施政方針が説明されます。○議案提出、提案理由の説明

平成29年度　上田市議会の開会予定日
猿 6月定例会　招集日　平成29年 6月 5日（月）
猿 9月定例会　招集日　平成29年 9月 4日（月）
猿12月定例会　招集日　平成29年11月27日（月）
猿 3月定例会　招集日　平成30年 2月 5日（月）

日程は変更になる場合もありますので、詳細は議会事務局まで
お問い合わせください。

革
本会議（２日目）

議員が市政全般の課題などについて、市長や担当部長などに質問します。○一般質問

本会議（３日目）
同上○一般質問

本会議（４日目）
同上○一般質問

議員が提出者に対し、議案の内容や提案の理由などについて質問します。○議案質疑

議案の審査と担当の常任委員会などに議長が付託します。○委員会付託

革
常任委員会（総務文教委員会、産業水道委員会、厚生委員会、環境建設委員会）

付託された議案及び請願・陳情について説明を聞き、質疑、討論、採決
をし、委員会の意思を決定します。○議案審査、請願・陳情審査

革
本会議（最終日）

委員長が委員会の審査や調査の結果を本会議で報告します。○委員長報告

報告のあった審査内容・結果について議員が質問します。○委員長報告に対する質疑

議案などに対して、議員が賛成・反対の意見を述べます。○討　論

多数決により議案に対する議会の意思を決定します。○採　決

議長の宣告により閉会します。○閉　会


